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1 はじめに

近年，地図サービスとして経由地を寄り道してナビ

ゲーションするという研究が多く行われている [2]. 吉田

ら [1]の研究では,個人のスケジュール管理を行うWeb

サービス上に保存した情報を解析することで,目的地付

近に存在する寄り道候補を自動的に提示している．しか

しながら，この方法では,寄り道先は，本屋やタバコ屋

といった決められたキーワードだけであった．

本研究では，パスポートや住民票といった地名とは直

接関係のない単語からも寄り道候補を提示し，効率の良

い寄り道を実現する経路を提示する自動ナビゲーション

システムを提案する．

2 目的地・経由地推定と経路推薦

2.1 システム概要

提案システムは，大まかにスケジュール管理表，目的

地・経由地解析部，表示部から成る．ユーザーは日時や

場所の定まった目的地情報（図 1,図 2 緑枠）および,場

所があいまいで，時間の変更を許可する経由地情報（図

1,図 2 黄枠）を記入する．次に目的地・経由地解析部で

は，入力された情報を解析し,目的地への経路探索をす

ると共に，その経路付近に存在する経由地を複数経由す

る経路を自動的に提案する．最後に，表示部で，地図上

に選択された経路・経由地を表示する．なお，目的地お

よび経由地の位置情報，移動経路，距離，所要時間等は，

Google maps APIを利用して取得する．

2.2 経由地の候補抽出と経路探索

経由地の候補抽出と経路探索は以下の手順で行う．

1. ユーザはスケジュール管理表に，目的地に到着する

時刻および経由地に要する時間を記入する (図 1)．

2. 入力された情報を形態素解析により固有名詞および

一般名詞に分類し，一般名詞を経由地候補とする．

3. 現在地点から目的地までの最短経路を検索を行う．

4. 経由地候補のうち (3)で得られた最短経路上から最

も近い場所を仮の経由地として登録する (図 2)．

5. 経由地の滞在時間と移動距離から，目的地に所定の

時間までに到達できるかを判定する．さらに時間に

余裕のある場合は，(4)を再度行う．

3 実装

図 1にユーザの入力，図 2に解析後のスケジュール表，

図 3に提示された経路情報を示す．入力後のスケジュー

図 1 入力後 図 2 解析後

図 3 ナビゲーション地図とスケジュール管理表

ル表のイベント (パスポートと郵便局で振込み)を解析す

ることで，具体的な経由地 (かごしま県民交流センター

と荒田一郵便局)と目的地が抽出され，経由地を寄り道

する最短経路を提示できた．なお，寄り道する経由地は

所要時間も考慮できている．

4 まとめ

本稿では，スケジュール管理表から自動で経由地を抽

出し，複数の経由地を寄り道として推薦するナビゲー

ションシステムを発展させ，目的地までの所要時間を考

慮した，寄り道経路の推薦機能を実現した．
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